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クラス S A B C D H 合計
月　2時限Gクラス18 17 7 5 2 6 55
火曜1時限Hクラス 6 10 21 7 4 6 54
（a）「経営情報科学1」
クラス S A B　　C D H 合計
月　2時限Gクラス22 16 6　　3 1 6 54
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N 45 45 45
M2STTOT　Pearsonの相関係数r149 1，000 ．765＊
有意確率（両側） ．328 ．000
N 45 45 45
M2TETOT　Pearsonの相関係数2 ．765＊ 1つ00
有意確率（両側） ．888 、000



























N 47 47 47
TISTTOT　Pearsonの相関係数．173 1，000 ．812＊
有意確率（両側） ．246 ．000
N 47 47 47
TITETOT　Pearsonの相関係数．264 ．812＊ 1，000
有意確率（両側） ．073 』00
N 47 47 47
　　＊＊．相関係数は1％水準で有意（両側）です。
　　　　　　　　　　　　　（b）相関係数
第3表　学生の実習の成績（TIJISSYU）、学生による評価（TISTTOT）と
　　　　教員による評価（TlTETOT）の記述統計量と相関係数（火曜1限
　　　　Hクラス）
一56一
経営学部における情報教育　孤　プレゼンテーションの評価方法について
3で見たように、これらのデータがおおむね正規分布に近い形の分布をす
るということで、使用にあたっては特に問題ないであろう。相関のあるな
しがこれだけはっきりしているので、他の、たとえばSpearmanやKenda11
の順位相関に基づく相関係数まで求める必要はないであろう。
論結W
本稿の結果をまとめると、以下の通りである。
1．「発表チェックシート」を用いてプレゼンテーションの評価をすれ
　ば、教員（つまり、著者）の評価と学生の評価の問には強い正の
　相関があるので、妥当な評価を下すことができる。
2．実習の成績とプレゼンテーションの評価の問にはほとんど関係が
　ない。
　1．について、プレゼンテーションの評価には評価する人の主観が入る
ことはやむをえないが、「発表チェックシート」を用いれば、学生達も納
得のいく評価を下すことができる。
　2．については、学生達は班単位で発表を行ない、プレゼンテーション
の評価は班に対するものであり、個人の技能の違いが必ずしも大きく反映
しないためであることも原因として考えられる。しかし、別の見方をすれ
ば、本稿で得られた結果は、効果的なプレゼンテーションを行なうために
は単に技術的な面でコンピュータ操作に習熟しているだけではなく、分か
りやすい資料の作成と説明のストーリー構成、人を惹きつける話術など、
それ以外の能力が必要であることを示唆しているものと思われる。
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